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　運動会や絵画展でのメッセージカード交換や、日々の帰りの会の振り返りなどで、友だちと
「ありがとう」の言葉を交換し、誰かのために役に立つ喜びを味わわせる。

　子どもたちが整えたくなる、クラスが整うための手立てを共有する研修会を実施する。

　「誰かのために」「ありがとうをもらう」行動を紹介する便り（「のびる子」「学級・学年
便り」）を発行し、それらの意義や価値を伝える。

主体的な学び　　　学習意欲の向上　　　
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説明―評価

　メディアや睡眠時間をコントロールするの大切さに関わる資料や情報を、児童や保護者に
提供する。

向上心と継続力　　　生活習慣の改善
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☆保護者の皆様と協働して、体力の向上・生活習慣の定着に取り組んでいきます。

　個人やチームの課題解決に向けて、汗をかいて練習したり、声を掛けながらプレーしたり
している児童の割合を８０％以上にする。

　さわやか生活ウィークで、休日や早帰りの時でも、メディアや睡眠時間をコントロールできる
児童の割合を７０％以上にする。

　重点単元を個の運動で１つ、チームでの運動で１つ設定し、努力すれば解決できる目標設定が
できるようにする。

　さわやか生活ウィーク前だけでなく、日々の中でもメディアや睡眠時間をコントロールする
ことの意義・価値を見出させる。

　個人やチームの課題解決に向けて、子どもたちが夢中になれるルールや場の工夫を共有する
研修会を実施する。

説明―評価

　自己有用感　　　判断力の向上
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☆それぞれの子どものよい面を見つけるための情報交流を行い、そのよさを生かせる環境づくりを
　していきます。

　下校後の下駄箱の靴がそろっている、雑巾かけの雑巾が整っている児童の割合を
１００％にする。

　１日に１回は「ありがとう」を言ったり、言われたりする児童の割合を９０％以上
にする。

　整えるためには、個人がクラスのため、誰かのために行動しなければならないことや、整える
ことの価値を見出させる。

挑戦する子どもの育成

令和元年度　新発田市立御免町小学校グランドデザイン   

教育目標

課題

みんなとともに生き　自分の力をせいいっぱい伸ばしていく子ども

・意欲をもって学習に向かう態度を育てたい。
・身に付けた基礎・基本を活用し、「考える力」を高めたい。

・より高い目標に向かって、自ら体を鍛えようとする態度を身に付けさせたい。
・早寝、早起きや歯磨きといったよい生活習慣を定着させたい。

・相手の気持ちを考えて行動し、自他の良さを認め合えるようにさせたい。
・自ら考え,よりよい行動を実行する力を身に付けさせたい。
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集中して学習に向かう集団を育成する 互いに認め合い、よさを出し合える集団を育成する 励まし合い高め合いながら目標達成に努力する集団を育成する

考えさせることを大切にし、剥離しない知識を獲得させる 自分を大切にし、よいことを進んで行う実践力を身に付けさせる
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教育課題克服のキーワード

向上心をもち最後まで努力する態度を身に付けさせる

学習に主体的・意欲的に挑戦する態度を身に付けさせます。 自分から進んでよいことに挑戦する心を育てます。 向上心をもち、目標達成に挑戦する気力・体力を育てます。

「ボランティア活動」「学年行事」等、児童と保護者、職員が一体となって活動する経験を大切にしていきます。

改
善
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「教える授業」から「考えさせる授業」への転換 自己有用感の獲得に向けた、互いに認め合える体験や活動の継続 声を掛け合いながら運動に取り組む価値を感得させる指導

学習規律の定着 『誰かのために』を目標にして行う集団的活動 健康的な生活習慣の定着に向けた全校あげての取組

自分の思いや考えを
自分の言葉で適切に伝える場の設定

個の良さを称賛し、認め合える場の設定 目標設定と評価を大切にした指導

ＵＤＬの視点に基づいた授業の推進 考えさせ、適切な判断を導き出させる指導の工夫 個の生活実態に応じた家庭と協働した取組
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　授業で自分の「わからなさ」「疑問」を素直に表出させる児童の割合を８０％以上にす
る。

　さわやか生活ウィークで、宿題を出されずとも、学年×１０分以上の家庭学習ができる
児童の割合を８０％以上にする。

　週に１回は、子どもの「わからなさ」「疑問」を軸にした授業を構成する。

保護者･地域
との連携 ☆学習サポーター、学習の講師として学習を支援していただきます。

ＰＴＡ活動

　日々の家庭学習で、子どもが夢中になる課題を出したり、日々の励ましのコメントに
よって家庭学習の意義や価値を見出させたりする。

　子どもの「わからなさ」「疑問」を引き出す課題や手立て、それらを軸とした授業
づくりについての研修会を実施する。（講師を招いた授業研究会を含む。）

　家庭学習に関わる便り（「親と子の学習ガイドブック」や「まなびい」）を発行し、
家庭学習の意義や価値を伝える。

知育におけるキーワード 徳育におけるキーワード 体育におけるキーワード


